
豊中市 みち空間づくり基本方針（素案） ＜概要版＞ 

～ 公民連携でまちに賑わい・潤いを ～ 

 目的と位置づけ 

・こども・若者・子育て世代等、誰もが将来にわたり住み続けたいと思うまちの実現をめざします。 

・駅前広場や歩道等の“みち空間”を、「居心地がよく長居したくなる空間」「賑わいがあり出かけたくなる空

間」へと高めていきます。 

・上位関連計画や市民ニーズ、先進事例を踏まえ、活用に向けたケーススタディとロードマップをまとめ、行

政だけでなく住民・地域団体・民間事業者が主体的に取り組むための指針として活用していきます。 

 

 基本理念（コンセプト） 

みち を わたしたち の 居場所 に 

 みち空間づくりの目標 

 

  みち空間づくりの方針 

使い方 
歩行・滞在・交流など新しい使い方や価値をみんなで見つける。 

市民・地域が主体的に使える柔軟な利用ルールと仕組みを整える。 

設え 
多様な人々のニーズに応える柔軟なデザインを考える。 

居心地よくくつろげ、賑わいのある魅力的な空間を創出する。 

関わり 
住民・事業者・行政が協働し、関わる仕組みと担い手を育てる。 

地域とともに継続的に活用・運営し、長く愛される空間を支える体制を築く。 

 

 市民ニーズ調査 

・市公式デジタルアンケート 1,852 件、各駅前調査（豊中駅 67・緑地公園駅 52・曽根駅 39 件）を実施。 

全体：約 7 割が「くつろぎ空間（ベンチ・芝生）」、約５割が「にぎわい空間（飲食・イベント）」を希望。 

施設・機能では約 7 割が「屋根・日陰」、約 6 割が「ベンチ」を希望。 

豊中駅周辺 緑地公園駅周辺 曽根駅周辺 

［特徴］人通りは多いが、くつろぎ・

にぎわい空間が乏しい 

［求められること］人通りを活かした

多様な使い方／悪天候でも使える空間

／地域と連携した維持管理・企画運営

／周辺を含む地域全体をつなぐ取組み 

［特徴］道路空間の改善やこどもの遊

び場の需要が高い 

［求められること］歩車分離等の安全

対策／安全なこどもの居場所・交流の

場／樹木を活かした日陰空間／歩行者

天国等の道路活用 

［特徴］道路上のくつろぎ・憩い空間

の需要が高い 

［求められること］ベンチ・日陰空間

／地域の施設をつなぐウォーカブルな

空間／街路樹・美化など景観づくり／

土地活用に合わせた賑わいづくり 

※「みち空間」とは、駅前広場、歩道、道路沿いの余剰空間など、単なる通行機能にとどまらず、休憩、交流、滞在、にぎわい、

地域活動など多様な使い方が期待される道路空間を指します。本方針は、本市が進める「快適・賑わい・憩い空間づくりプロジ

ェクト」の一環として、道路空間の活用に特化した方針であることから、「みち空間」という表現を用いています。 
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 将来の都市空間のイメージ 

・市民ニーズ調査（本編第 2 章 P16～30）、先進事例の研究・調査（本編第 3 章 P31～39）、エリア別ケース

スタディ（本編第 4 章 P40～47）を踏まえ、将来の都市空間のイメージを作成しました。 

※下記イメージは、ケーススタディ等を踏まえた活用イメージであり、実際の活用方法を示すものではありません。 
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 ロードマップ 
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